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報告者 越智 康詞 （信 州 大 学）

　　　　まに ・ひでのり （中 京 大 学）
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　昨年度の 学会大会で は ， 教育に関す る

〈知〉をキー
ワ
ー ドとし 「〈教育知〉を問

い 直す」 と題 した 課 題研究が 設定 され

た 。 本課題研究はその 問題意識を部分的

に 引 き継 ぎ， 〈教育知〉の 政治 学 とい う

観点を明確化 し展開させ る こ とを 目指 し

た もの で あ る。 その 際の 問題 意識は，ナ

シ ョ ナ リズム の 強化や政治的運動 とい っ

た可視的な レベ ルで の 政治 にの み照準 し

た もの で は ない 。 む しろそれ らと裏腹 に

蔓 延 して い る政治 の 硬 直化 ・単 純化 ・

ゲ ッ トー化 ， 人 びと と政治の 関わ りの あ

る種の 貧 しさに 目を向けよ うとす るもの

で あ っ た。 なぜ な らば，政治を特殊 な も

の として 囲い 込 む こ とに寄与 し，ある い

は主体を政治的な存在 として 処遇する こ

とを阻害する く知〉の ありよ う自体が ，

政治 的な もの だ と考え るか らで ある 。 そ

して その 視点か ら教育 を 捉え 返 した と

き， 教育に おけ る変化とそれに対す る学

問的応答は総体 と して ， 潜在的な政治的

葛藤を隠蔽 し，政治的な意見形成を脇 に

追 い や り， 脱政 治化を促進す る傾 向を

伴 っ て きた と考え られ るの で ある 。 こ の

よ うに み る と，「教育」 をめ ぐる 〈知 〉

を問 うこ とは ，
「政治 」 を問 うこ と と切

り離せ な い 。 以上 の 問題意識に立脚 し，

本課題研究は ， 教育に関す る く知〉の 政

治性へ の 問い をテ
ー

マ と して 設定 した 。

こ うしたテ ー
マ は， これまで の 大会で も

個別の 研究発表 に おい て 扱わ れ なが ら，

課題研究と して は正面か ら取 り上げ られ

て こなか っ た もの で あ る 。 そ こで 本課題

研究で は ， 教育や社会の マ ク ロ な状況，

研究 の 制度 と実践 ， ある い は社会運動や

日常的な教育実践 とい っ た 異な る位相に

お い て 相 互 関 連 的 に，教 育 を め ぐる

〈知〉 と政治 の 関 わ りを反 省 的 に検討

し， 教育およ び教育社会学 に対す る問題

提起を図 る こ とを企画 した 。

　最 初に ，越智康詞氏が 「政治 ＝臨床的

教育社会学の 可能性
一

社会学的政治実践

に つ いて の メタ理論
一

」 と題 し，理論的

な立場か ら教育社会学 と政治 実践 との 関

係を整理 した 。 氏は 現在 ， 学問が 「市民

（社会） の ニ
ーズ に応え られ るか」 とい

う問い に応 じ， 既存の 社会的文脈で予め

定義された ニ ーズを満たす技術学 とな り

っ っ ある こ とを危惧す る。 そ こ に抜け落

ちて い るの は ， 社会科学本来の 理念 （篇

政治的存在者と しての 市民の ニ
ーズへ の

応答 ）で あり， その 理念を実現す る 「政

治 的パ ース ペ クテ ィ ブ」 が 必 要だ とい

う。 この 提案に あた り氏は まず政治の概
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念規定を行い ，機能面で 拘束力あ る決定

を行 う作用，過 程面で 決定を生み 出すま

で の （潜在的 ・可能性と して の ）対話 ・

交渉の プ ロ セ ス と して 二 重 に 把握 し，そ

れ ぞれが 目指すべ き理 念 として ，前者に

正義の 実現，後者 に 「民主主義一市民社

会 ＝ 公共 圏」 の 育成を対応 させ た 。 こ の

立体的な規定 にお い て ， りベ ラル な正義

概念や党派的な政治理 論に も潜む政治過

程の 省略 （一脱政治化作用） を 問題化

し，パ ース ペ クテ ィ ブの 複数性 （ア レ ン

ト） ・公共圏へ の 参加 （ハ ーバ ー
マ ス ）

を担保す る こ とを図 るの で あ る。 続 い て

この 政治実践 に貢献す る教育社会学の あ

り方 （「政 治 ＝ 臨床的教育社会学」）が提

唱された 。 それ は社会適応を促す臨床の

厂治療モ デ ル 」 に 代え て ， ラ デ ィ カ ル な

民主主義の 実質化を 目指す臨床の 「弁護

士モ デル 」 を提示す る もの で あ り，政治

的存在を剥奪され心理 化された主体構成

を間題化す る （批判的 人間学）
一

方で ，

主体の 声を聴 き取 り， 社会一他者に っ な

ぎ，自由人 と して処遇 する公 共圏の 育成

（社会批判） が 目指 され る。 そ こ に ， 経

験的な社会学 と規範的な教育学の 双方 に

関与す る教育社会学の 戦略的好地があ る

とい うの で ある 。

　次に ，ま しこ ・ひ で の り氏が 「公教育

の 自明性再考
一 「日本人」 育成の 政治性

の 検討 を中心 に
一

」 と題 して ，公教育が

自明な もの として あ てが う 〈知〉 へ の 疑

義を提 出した 。 氏は まず ， 学校教科がオ

トナ ＝ 近代的市民に なるため に不 可欠 な

知識を保証 す る とい う通念を取 り上げ ，

初等中等教育の 各教科 に わた り実際の 教

科内容 と照合 した 。 そ こ で は市民生活 と
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直結 しな い 抽象的 な知 に 価値が 与 え ら

れ ， ア カデ ミズム に よ る知の 序列化を反

映 して 教科内容が空洞化 して い る 。 この

所謂 「基礎学力」 「市民的素養」 は，教

科担当者の 生活の 糧 と して 制度化 した文

化資本とな っ て お り， そ れが 引き起 こ し

た授業崩壊等の 拒絶反応 にっ い て ， 公教

育は説明責任を負 っ て い る とい う。 次 に

氏は 日本史 ・地理 ・国譖科を例にあ げ，

それ らが国民 国家の 地 理空 間 ・時間に連

続性を与え合理化す る もの で ある こ とを

論 じ， そ の 政治性，すな わ ち各地域の マ

イ ノ リテ ィ に 同化を迫 る政治的作用 を指

摘 した
。

こ の 日本社会の 一
体性 とい う前

提は ホ ワイ トカ ラー層 の 常識的枠組 とな

り， 自由主義史観を受 け入 れ る素地 とも

な っ て い る とい う。 そ れ らの 分析を受け

結論 と して ，
「日本人」 育成 ＝同化装置

とな っ て い る公教育を，マ イ ノ リテ ィ の

立場 か ら見 た 世界像 を鏡 と して 相対化

し，政治 性の 不可視化に 抗 うこ とが 必要

で あ る と結ん だ 。

　続 いて 灘本昌久氏 は 「教 育に お け る政

治の 過 剰 と欠乏一反差別教育の 内 と外 と

を隔て る もの 一
」 と題 して ，部落問題を

研究テ
ー

マ と し運動の 現場に関わ っ て き

た立場か ら， 社会運動 と研究の 関係性を

論 じた。 氏は最初 に ， 還元論的な マ ル ク

ス 主義唯物史観を離れ教育社会学の 理 論

に 可能性を見出 して きた 自身の 研究史を

概観 し，教育社会学 に 「政治」 が不足だ

と捉 え る問題設定 へ の 違和感 を表 明 し

た。 次いで 差別問題 にお け る政治 に つ い

て論 じ， 日常的 ・私的な こ とが らの 中に

あ る差別を政治化す る社会運動 （部落解

放 運動 の 他 に フ ェ ミニ ズ ム ，在 日朝鮮
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人 ， PC 等の 運動）の 問題構成は
一

時期

まで 妥当だ っ たが，現在で は有効性を欠

くと指摘 し， 権利獲得運動や経済的状況

の 改善を受 けた現状の 変化を分析 した 。

そ うした変化に も関わ らず同和問題にお

ける研究の 歴史は逆行 して お り， 運動内

部の 急進化 ・対立の 影響 で ，研究独 自の

立場が放棄 され運動の主 張に 沿 っ た低位

性の 発見が任務 とな っ て きた とい う。 そ

の 結果，例えば街づ くりを無視 した高層

住宅の 建設 に異が 唱え られ ない な ど，部

落問題の 内部を硬直した 政治が支配 し ，

部落の 生活 に も負の 影響が もた らされる

こ と とな っ た 。 こ うした 歴史 と現在へ の

反省か ら， 現状 に おい て 性急に研究を政

治化す る こ とに は留保が必要で あ り，研

究の 独 自性 を確保 した上で 社会運動 との

緊張関係を 作る こ とが重要で あ る と結論

した 。

　 休憩後，報告者が互 い の 報告 に対 して

コ メ ン トを加えた 。 まず ， フ ロ ア の 質問

を受 けて 「政治 」 概念に っ い て 三 者がそ

れぞ れの 定義を述 べ た 。 それに 伴い ，灘

本氏が 報告 した 現象が 「党派的な」 政治

の 特殊な形態 なの か ， 個人的 ・日常的 な

問題を とあ どな く社会問題化 しよ うとす

る政治全般の 限界を示唆す る もの なの か

課題研究報告

とい っ た点に関 して，見解の 相違が 明 ら

か とな っ た 。 また関連 して ， 新 しい 社会

運 動 に お け る政治 の 位 置づ けな ど 運 動

面， マ イ ノ リテ ィ の 現状を含めた社会状

況認識 ， さ らに研究の 独自性や研究対象

者へ の 搾取等 ， 多 くの 論点にわ た り意見

が交わ され た 。 そ の後 ， フ ロ ア を交え て

活発な議論が展開され た。 それ らは例え

ば公教育 の枠内で ナ シ ョ ナ リズ ム を相対

化す る改革を実現 しうる可能性 ， そ の 直

接の 実施主体 は誰か，経済的格差が 政治

的対話に及ぼす影響の 如何 とい っ た事が

らに わた り， 報告内容に絡んだ具体的諸

問題 に も触れ た もの とな っ た 。 今回．課

題研究と して 政治的テ ー
マ を打ち 出す こ

とは新た な試みで あ り， 総 じて 理論的 ・

実証的に さ らに 深め られ るべ き課題が残

され て い る こ とが 明 らか とな っ た観が あ

る 。 だが一方で ，越智氏の 報告に 引 き付

けて い え ば この 場 自体が ， 問題設 定へ の

疑問 も含め た多様 な立場 ・ 意 見の 間の 対

話の プ ロ セ ス と して ， 新 た な政治実践の

実例 とな り得た とい え るの で はな い だ ろ

うか 。 問題提起の 第
一

歩は記され た とい

え るが ，その受 け止 め方は 無論個 々 の 応

答 に 開かれ た もの となろ う。

　　　　　　　　　　（文責 ：山口　毅）
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